
「砂川市公営住宅等長寿命化計画（改訂案）」にお寄せいただいたご意見と砂川市の考え方 

○意見募集期間：令和８年２月２日（月）～令和８年３月３日（火） 

○意見提出数 ：３件 

 ※提出された意見のうち、２件について、下記の理由により意見に対する個別の回答は行いません。 

 無記名者であり、意見提出の対象と判断できず、記載内容が本計画と直接関係がなく、その他の意見として伺ったため（１件） 

 本計画に直接関係がなく、その他の意見として伺ったものであるため（１件） 

○意見要旨及び意見に対する砂川市の考え方 

※意見などについては原文の通りとしていますが、一部読みやすくするため修正などを行っています。 

No. 寄せらせたご意見など ご意見などに対する市の考え方 

１ 

公営住宅は国や自治体の負担です。外国の方を入れないでく

ださい。住宅に困窮する低所得者向けの住宅です。 

築 30 年も過ぎるとワイヤー入りガラスにひびが入り、劣化が

進んで勝手に割れますが、穴が開くまで使うそうです。 

早く交換してほしいです（数件あり）。アパートも少し傾いて

いるのか窓が開けづらいです。 

台所の棚の取手もヒビ入りや、流しのコーキングもはがれた

りいろいろガタが来ています。 

地震が起きたらエレベーターは使えません。 

避難階段の扉がズレて開かなければ、ベランダの避難はしご

で降りる訳ですが、こわくて使える人は、まずいないと思いま

す。 

お年を召した方も多く外からアパートに入る入口の扉も開け

るのが大変な人も多くなりました。 

長く住宅を使うなら業者さんの点検は必要だと思います。 

いただいたご意見につきましては、道営住宅についてのご

意見、ご要望であるかと思われます。道営住宅の管理者に情報

提供させていただくとともに、貴重なご意見、ご要望として、

今後の市営住宅等の管理の参考とさせていただきたいと存じ

ます。 

 


